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要 旨 

目的：大学生という時期は、自己の健康管理能力を獲得し、よりよい生活習慣を確立する重要な

時期である。そこで在学中の健康支援の基盤を検討するために生活習慣および健康状態について

実態調査を行った。 
方法：平成 21 年度新入生 2,094 名（有効回答率 86.1％）を対象として、定期健康診査時に無記

名自記式調査を実施し、分析検討を行った。 
結果：対象者は、男子学生 1,625 名（77.6％）女子学生 469 名（22.4％）であった。「朝食を毎

日食べる」と回答したものは、男子学生 981 名（60.3％）、女子学生 325 名（69.2％）であり、

男女間で有意な差が認められた。運動習慣は、1,156 名（62.3％）の学生がほとんどしていない

と回答した。BMI（体格指数）が 25.0 以上の肥満は、男子学生 242 名（14.9％）、女子学生 38
名（8.1％）であった。現在の健康状態は、1,969 名（94.0％）の学生が「ほとんど健康である」

と回答した。今後、大学生が自ら健康づくりに取り組めるようにするには学生個人への支援とと

もに大学全体からの支援が必要であることが示唆された。 
キーワード： 新入生、生活習慣、BMI 

Ⅱ．研究方法 Ⅰ．はじめに 
1． 対象 

平成 21 年 4 月定期健康診断を受けた学生

2,503 名（受診率 99.8％）を対象に健康診断

会場にて調査の主旨を説明し、無記名による

自記式調査表を学生に配付した。回収は会場

出口に回収箱を設置した。回収は無回答また

は記入漏れのあるものを除き 2,094 名（有効

回答率 86.1％）を分析対象とした。対象者

は男子学生 1,625 名（77.6%）女子学生 469
名（22.4％）、平均年齢および標準偏差はそ

れぞれ 18.1±0.6 歳、18.1±0.5 歳である。 

 近年、肥満やメタボリックシンドロームの

増加により大学生においても生活習慣病の

予防が課題とされている 1）。現代の大学生の

生活習慣は、朝食の欠食、運動不足など問題

があげられており 2）、このような生活習慣は、

肥満や高血圧、糖尿病などの将来、生活習慣

病の発症につながる危険性があると考えら

れている 3）。大学生という時期は、よりよい

健康的なライフスタイルの実現をめざして

いくために、必要な自己の健康管理能力を獲

得し生活習慣を確立する重要な時期である。 
 そこで、在学中の健康づくりを支援する基

礎資料とするために大学生の生活習慣およ

び健康状態について実態調査を行ったので

報告する。 

2．調査項目 
本研究では、年齢、性別、朝食摂取頻度、

運動習慣、身長、体重、BMI（Body Mass 
Index;体格指数）、１年前と比べての体重増

減、現在の健康状態について調査した。 
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朝食摂取頻度は、「毎日食べる」「週に 5～
6 日」「週に 3～4 日」「週に 1～2 日」「まっ

たく食べない」の 5 件法で回答を求めた。 
運動習慣は、普段スポーツや運動で体をど

れくらい動かしているかについて「ほとんど

ない」「週に 1 回」「週に 2～3 回」「週に 4
回以上」の 4 件法でたずねた。 

BMI は体重（㎏）/身長（m）2で算出した。

なお、今回の身長と体重は定期健康診断時に

計測した記録をもとに本人が自己申告した

ものである。日本肥満学会基準の肥満判定を

もとに 18.5 未満はやせ、18.5～25.0 未満は

普通、25.0 以上は肥満と判定した 4）。現在の

健康状態を主観的健康感として「健康であ

る」「まあまあ健康である」「やや不調である」

「非常に不調である」の 4 件法でたずねた。 
 
3．分析方法 
性別に分け、朝食摂取頻度、運動習慣、

BMI お よ び 主 観 的 健 康 感 に つ い て

Mann-Whitney U 検定、Spearman 検定お

よびχ2 検定を用いて分析した。統計解析ソ

フトには、SPSS（Statistical Package for 
Social Science）11.0 を使用した。すべての

統計分析において、p＜0.05 を有意水準とし

た。 
 
4．倫理的配慮 
調査表を配付する際に、調査目的、方法お

よび無記名による調査であり個人は特定さ

れないことを書面にて説明を行った。回答、

無回答にかかわらず回収し、回答を得られた

ものは、調査に同意を得られたものとした。

また、調査表を受け取らなかったものまたは

無回答のものは、同意を得られなかったとし

た。なお、この調査は、中部大学倫理審査委

員会の承認を得て行った。（承認番号第

210001 号） 
 
Ⅲ．結果 
1．生活習慣（表 1） 

朝食の摂取頻度の状況についてみると、

「毎日食べる」と回答した学生は、男子学生

981 名（60.3％）、女子学生 325 名（69.2％）

であった。また、男女間で有意な差が認めら

れた。（p＜0.05） 
運動習慣については「ほとんどしない」が

1,156 名（55.2％）であり、特に女子学生は

約 8 割が「運動をしていない」という結果が

得られた。また、男女間で有意な差が認めら

れた。（p＜0.05） 
 

2．BMI および健康状態（表 2） 
BMI の平均値と標準偏差は、男子学生

21.9±3.7、女子学生 21.0±3.0、男女で有意

な差が認められた。（p＜0.05）また、BMI
判定基準によると、BMI25.0以上の肥満は、

男子学生 242 名（14.9％）、女子学生 38 名

（8.1％）であった。また、BMI18.5 未満の

やせは、女子学生 82 名（17.4％）であった。

一年前より体重が増加したと回答したもの

は、男子学生 540 名（33.2％）女子学生 131
名（27.9％）であり、それぞれの平均体重増

加量は、4.0±2.7kg、3.0±2.2kg であった。 
現在の健康状態は、「健康である」または

「まあまあ健康である」と答えたものは全体

の 1969 名（94.0％）であった。 
 
Ⅳ．考察 
本研究では、本学新入生の生活習慣に関す

る実態が明らかになった。 
朝食の摂取は、男子学生が 60.3％、女子

学生が 69.8％と女子学生の方が毎日朝食を

とっていることが示された。平成 17 年度国

民健康・栄養調査によると、普段の朝食をほ

とんど毎日食べると回答したものは、20 歳

代男性は 53.9％、女性では 69.0％であった 5）。

女子学生ではほぼ同等の割合だったが、男子

学生は全国平均より、やや高い摂取率だった。

対象が 20 代男性であるため、今後、摂取頻

度が低下していくことが予測される。また朝

食の欠食率は学年が上がるごとに高くなる

ことが報告されている 6）。このことから、新

入生に対して朝食を摂取する意義や具体的
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な食生活を示していくことが必要であると

考える。 
運動習慣に関しては、男子学生の方がより

も女子学生よりも定期的に運動を実践して

いることが明らかになった。大学生が運動不

足であることは先行研究でも指摘されてい

るが 7）、本学新入生でも同様な結果になった。

大学生の運動習慣とは、サークル活動の中で

行なう身体活動のことを意味すると考えら

れる。今後、生活習慣病予防の取り組みをす

るためには大学生から健康づくりのための

具体的な運動指導が必要になってくると考

える。 
肥満に関しては、女子学生より男子学生の

方が肥満であることが明らかになった。学生

の健康白書によると、18 歳では男子は、18.5
未満のやせ 11.2％、25.0 以上の肥満は

12.5％である。女子は、やせ 17.8％、肥満は

6.3％であった 8）。本学新入生は、やせが男

子は 13.8％、女子は 17.4％である。肥満は

男子 14.9％、女子は 8.1％であり、本学は男

女とも肥満の割合が高いことが示唆された。

肥満は、学年が上がることに割合が高くなる

という報告があることから 8，9）、本学におい

ても肥満割合は増加する可能性があると考

えられる。新入生の時点で肥満が多いことか

ら体重増加を食い止める対策が今後の課題

である。 
また、新入生の 32.0％は体重が 1 年前よ

り増加したと答えており、体重が増加して入

学してくる学生がいることが明らかになっ

た。高校時代の受験時期に食生活の変化や運

動の中断などにより体重が増加したのでは

ないかと考えられる。このようにこの時期は

体重が変動し、肥満へ移行することも考えら

れる。今回は BMI がどの分類からの増加し

たのかについて詳細な解析は行っていない。

BMI の標準内での増加か、標準から肥満に

移行してしまう増加か、肥満がさらに体重増

加したものなのかは不明であるが、入学時の

早い時期から健康管理の知識や情報を提供

するなどの支援が必要である。さらに、BMI

が 25.0 以上の学生が、学年が上がるごとに

値が大きくならないように、特に BMI30.0
以上の学生には積極的な支援が必要である

と考えられる。 
主観的健康感では、ほとんどが健康と答え

ていた。大学生である青年期では、生活習慣

病などにかかることが少ない時期であり当

然の結果ともいえる。このように学生自身が

「健康である」あるいは「元気である」と感

じているなかで、生活習慣予防に関心をもっ

てもらい、生活習慣の見直しの必要性をどの

ように学生に働きかけていくかが健康づく

りを推進するためには課題となるであろう。

さらに、今後、大学生が自ら健康づくりに取

り組めるようにするには学生個人への支援

とともに大学全体からの支援が必要になっ

てくると考えられる。 
 

Ⅴ．結語 
 本研究は、本学新入生の生活習慣に関する

実態調査を実施し、以下のことが明らかにな

った。 
1．女子学生の方が男子学生よりも朝食を毎

日食べていた。 
2．運動習慣は、男子学生のほうが女子学生

のよりも運動をしていた。運動をしていな

い女子学生が 75.8％であった。 
3．肥満は、男子学生 14.9％、女子学生 8.1％

であった。男子学生の方が女子学生のより

も肥満割合が高く、性差が示された。 
4．ほとんどの学生が健康であると自覚して

いた。 
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表 1．生活習慣                            （％） 
 
 

 男子学生 
n=1625 

女子学生 
n=469 p 

毎日食べる 980 (60.3) 325 (69.2) 
週に 5～6 日 221 (13.6) 66 (14.0) 
週に 3～4 日 195 (12.0) 43 ( 9.2) 
週に 1～2 日 114 ( 7.0) 21 ( 4.5) 

朝食摂取頻度 
 

まったく食べない 113 ( 7.0) 14 ( 3.0) 

0.000 

ほとんどない 801 (49.3) 355 (75.7) 
週に 1 回 319 (19.6) 54 (11.5) 
週に 2 回 324 (20.0) 42 ( 8.9) 運動習慣 

週に 4 回以上 171 (10.5) 14 ( 3.0) 

0.000 

Mann-Whitney U 検定 
 
 
表 2．BMI および健康状態 
  男子学生 

n=1625 
女子学生 

n=469 p 

18.5 未満 225 (13.8) 82 (17.4) 
18.5～25.0 未満 1158 (71.3) 349 (74.4) BMI 

（体格指数） 
25.0 以上 242 (14.9) 38 ( 8.1) 

0.000a 

増えた 540 (33.2) 131 (27.9) 
減った 216 (13.3) 122 (26.0) 体重の増減 
変わらない 651 (40.1) 173 (36.9) 

0.000b 

健康である 833 (51.3) 275 (58.6) 
まあまあ健康である 689 (42.4) 172 (36.7) 
やや不調である 95 ( 5.8) 18 ( 3.8) 健康感 

非常に不調である 5 ( 0.3) 3 ( 0.6) 

0.004c 

a：Spearman 検定 
b：χ2検定 
c：Mann-Whitney U 検定
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